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新 合 成 抗 生 剤Nitroimidazole Thiadiazoleのin vitroに お け る抗 菌 性 に つ い て
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緒 言

1968年,BERKELHAMMERお よ びASATOら1)は

Nitroimidazole Thiadiazole [2-Amino-5-(1-methyl-

5-nitro-2-imidazole)-1, 3, 4-thiadiazole]を 合 成 し,こ

の も のがSalmonella gallinarum感 染 ニ ワ ト リに 対 し

て著 効 を示 した こ とを 報 告 した 。

そ の後,こ の 物質 の 抗 菌 作 用 に つ い て,BACHMANN

ら2)は ニ ワ ト リお よび マ ウ スを 用 い た 実 験 的Salmo-

nella, Escherichiaお よ びPasteurella感 染 に 対 し,経

口投 与 に よ り著 効 を示 した こ とを報 告 し てい る。

さ らに,幼 豚 を用 い て の 実 験 的S.choleraesuis感 染

の 治 療 効 果3),マ ウ スに おけ る実 験 的 グ ラ ム陽 性 お よ び

陰 性 菌 に 対 す る効 果,お よびin vitrotに おけ る グ ラ ム陰

性 お よび 陽 性 菌 に対 す る抗 菌 力 試 験4)等 の 報 告 が な され

て い るo

また,BURDENら5～6)は マ ウ スに お け る実 験 的Tricho-

monasお よびTryPonosoma感 染 に 対 す る この 物質 の治

療 効 果 に つ い て 報 告 し,CARVAJALら7)は ラ ッ トに お け

る実 験 的 腸 管 系 ア メ ーバ 症 お よび ハ ム ス ター に お け る実

験 的 ア メ ー バ性 肝 炎 に お い て,本 剤 が 抗 ア メ ー バ作 用 を

示 した と述 べ て い る。

今 回,私 ども は本 剤 の抗 菌 力 に つ い てin vitroで 各 種

の菌 を用 い て,既 知抗 生 剤 と対 比 し なが ら検 討 し た の

で,そ の 成 績 に つ い て 報 告 す る。

実 験 方 法

1)　 使 用菌 株

実 験 に 使 用 した菌 株 は,11菌 種 各28株 で,以 下 に 示

した 由来 を使 用 した 。

Sh. flexneri 2a:9株,Sh. nexneri 3a: 10株,Sh. 

sonnei: 9株,Salmonella: 28株(以 上 いず れ も患 者 あ

る い は 保 菌 者 由来 株)Escherichia coli (pathogenic):

14株(食 中毒 患 者 由 来 株),E. coli (non-pathogenic):

14株(健 康 者 由来 株),Proteus vulgaris: 2株,P. mira-

bilis: 26株,Klebsiella: 28株(以 上 い ず れ も 健 康 者

由 来 株),Vibrio cholera (classica1): 12株,El-Tor

vibrio: 12株,NAG vibrio: 4株(以 上 い ず れ も厚 生 省

東 京 検 疫 所,長 尾 所 長 か ら 恵 与 さ れ た 株),Vibrio Para-

hemolyticus: 28株(患 者 由 来 株),StaPhylococcus 

aureus: 28株(ヒ ト病 巣 由 来 株),StrePtococcus group

A: 28株(患 者 由 来 株)お よ びClostridium welchii: 28

株(患 者 由来 株)。

2)　 使 用 抗 生 剤

Nitroimidazole Thiadiazole [2-Amino-5-(1-methyl-

5-nitro-2-imidazoly1) -1, 3, 4-thiadiazole](以 下NT

と略:1,000mcg/mg,日 本 レ ダ リーK.K.か ら分 与 さ

れ た)の 抗 菌 力検 定 に つ い て,対 照 と して 以 下 に 示 した

10種 の既 知 抗 生 剤 を 用 い て 比 較 した 。

Streptomycin(以 下SMと 略:781mcg/mg), Chlo-

ramphenicol (CP:997mcg/mg), Tetracyclin (TC:

500mcg/mg), Kanamycin (KM:790mcg/ml), Ery-

thromycin (EM:965mcg/mg), Nalidixicacid (NA: 

1,000mcg/mg), Aminobenzyl-Penicillin (AB-PC:827 

mcg/mg), Aminosidine (ASD:750mcg/mg), Co1istin 

(CL:19, 900mcg/mg)お よびCephaloridine (CER: 988 

mcg/mg)で あ る。

これ ら の抗 生 剤 の 溶 剤 に はNTはAcetone(50℃),

EMは25% Ethano1, NAは4%NaOH,そ の 他 の 抗

生 剤 には 精 製 水 を 用 い た。 寒 天 平 板へ の 添 加 の 際 の2倍

段 階 希 釈 に は,精 製 水 を 用 い,NTの み はAcetoneを

使 用 した。 この た め,対 照 にAcetone含 有 平 板 を 併 用

して,菌 の 発 育 に影 響 の な い こ とを 確 認 した 。

3)　 培 地

各 菌 株 の接 種 は 以下 の 培 地 に1度 増 菌 して か ら行 な つ

た 。

腸 内細 菌,お よびPseudomonas, StaPhylococcus, V.

cholera, El-Tor vzbrioお よびNAG vibrioはpeptone

水 に 接 種 し,37℃, 18時 間 培 養 した 菌 液 を 使 用 し た 。

た だ しShigellaの み は こ の菌 液 を さ ら に生 理 食 塩 液 で

100倍 に 希 釈 して使 用 した。

V. parahemolyticusは3%NaCl加peptone水 に 増

菌 し,StreptococcusとCl. welchiiは1%glucose

加Tryptosoy brothで 増菌 した。

寒 天平 板 へ の 菌 の 接 種 に は,直 径2mmの アル ミニ

ウ ム棒 を 白 金 線 の 代 用 に して 菌 液 を接 種 した 。

抗 生 剤添 加 寒 天 平 板 用 に は 以 下 の もの を使 用 した 。

す な わ ち,上 記 のpeptone水 で増 菌 した 菌 種 に つ い

てはHI寒 天(日 水)を,V. Parahemolyticusに は3%

NaCl加HI寒 天 を,StrePtococcusに は 薬 剤 感 受 性 用
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培 地(日 水)を,Cl. welchiiに は1% glucose加HI

寒 天 をそ れ ぞ れ 使 用 した 。

菌 接 種 後,平 板 を37℃,18時 間(Cl. welchiiは 嫌 気

培 養)後 菌 発 育 の有 無 を 肉眼 に よ り判 定 した 。

実 験 成 績

上 記11菌 種 の各28株 につ い て,寒 天 平 板 希 釈 法 を

用 い て,NTお よび 既 知 抗 生 剤 計11種 の 抗 菌 力 を 比 較

測 定 した。 そ れ ら の 測 定 値(最 少 発 育 阻 止 濃 度:MIC)

'を基 に して
,2元 配 置 法(く り返 しの あ る場 合)の 検 定

法 に基 づ き,5%危 険 率 で,各 菌 種 に 対 す る各 抗 生 剤 の

抗 菌 力 を検 定 した。

1)　 各菌 種 に 対 す るNTの 抗 菌 力

11菌 種 に 対 す るNTの 抗 菌 力 を 比 較 す る と,表1に

示 した よ うに,V. choleratle対 して 最 も強 い 抗 菌 力 を示

し,そ の 値 は0.39mcg/m1以 下 のMICを 示 した 。V. 

cheleraに 次 い で 高 い 感受 性 を示 した の はcl. welchiiで

0.39～0.78mcg/m1で 完 全 に 発 育 を 阻 止 され た。

また,Shigella, Klebsiellaお よびV. Parahemolyticus

に対 して は,ほ ぼ 同 等 の抗 菌 力 を 示 し,そ のMICは

1.56～3.12mcg/m1で あ つ た 。

ま た,gram陽 性 菌 のStaPhylocOCCUSお よびStrePto-

coccusに 対 し て も,そ のMICは3.12お よ び3.13

mcglm1で,じ ゆ う ぶ ん な 抗 菌 力 を示 し,つ い で,E.

coliお よびSalmonellaに 対 しては,そ のMICは625

～12.5mcg/mlで あつた。しか し,同 じgram陰 性菌

のPseudomonasお よびProteusに 対 するNTのMIC

は100mcg/mlを 示 し,著 明な抗菌力は認められなかつ

た。

2)　 各菌種に対するNTお よび既知抗生剤の抗 菌力

の比較

各菌種に対するNTお よび10種 の既知抗生剤の抗菌

力を5%危 険率を含めて相互に比較した成績 を図1～

11に 示 した。

i)　Shigellaに 対する抗菌力

図1か ら明らかなように,Shigellaに 対 するNTの

表1　 各種 薬 剤 の 抗 菌 スペ ク トラム

*CLの 数 値 はu/ml:MIC

図1. 5hige//aの 感 受牲 分布
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抗 菌 力 価 は1.56mcg/mlで,極 め て 高 いMICを 示 し

て い る。NTと ほ ぼ 同等 の 力 価 を示 した 他 の 抗 生 剤 は

NA(0.75～1.51mcg/ml),CER(1.54mcg/ml)お よ び

AB-PC(1.29～2.58mcg/ml)の3剤 で あつ た。

NTよ り強 い 力価 を示 した 抗 生 剤 はCL(7.77u/ml)

の み で あ つ た 。

NTに くら べ て,弱 い 力 価 を 有 す る他 の6種 の 抗 生 剤

は,さ らに2群 に 大 別 さ れ,KM(2.42mcg/ml),ASD

(2.34～4.69mcg/ml)のgroupと,さ ら に これ ら よ り

力 価 の 弱 いCP(12.5～25mcg/ml),TC(12.5～25mcg/

ml),SM(9.76～19.03mcg/ml)お よびEM(4.00mcg/

ml)の1群 で,こ のgroupは11種 の 抗 生 剤 中最 も 抗

菌 力 の 弱 いgr0UPで あつ た。

ii)　 Salmonellaに 対 す る抗 菌 力

Salmonellaに 対 す るNTの 抗 菌 力 は 図2に 示 した 。

す な わ ち6.25～12.5mcg/mlで,NTと ほ ぼ 同 じ 力 価

を示 した 他 の抗 生 剤 はASD(4.69～9.38mcg/ml),TC

(12.5mcg/ml)お よ びSM(9.76mcg/ml)の3剤 で あ

つ た 。

NTに 比 し,抗 菌 力 の 強 い 他 の抗 生 剤 はCER (1.54～

3.09mcg/ml), AB-PC (2.58mcg/ml), CP(1.13mcg/

ml)お よびNA(3.13～6.25mcg/ml)の4剤 か ら 成 る

1群 と これ ら抗 生 剤 よ りさ ら に 強 い 抗 菌 力 を 示 し たCL

(62.19u/ml)で あ つ た 。

ま た,NTに 比 し弱 い 力 価 を 示 した のはKM(4.4mcg/

ml)お よびEM(1.96mcg/ml)の2剤 で あつ た。

iii)　 Escherichiacolilこ 対 す る 抗 菌 力

E.colitlc対 す るNTの 抗 菌 力 は 図3に 明 ら か な よ うに

6.25mcg/mlで,NTと 同 じ程 度 の力 価 を示 した もの は

NA(3.13mcg/ml),TC(3.12mcg/ml),AB-PC(2.58～

5.17mcg/ml), CL(124.38u/ml), CP(6.25mcg/ml)お

よびSM(4.88～9.76mcg/ml)の6剤 で あ つ た 。 これ ら

のgroupに 比 し,抗 菌 力 の 強 い もの と してCER(1.54

～3.09mcg/ml), KM(1.21～2.42mcg/ml)お よ びASD

(1.17～2.34mcg/ml)の3剤 が 認 め られ,こ れ らは ほ ぼ

同 等 の 抗 菌 力 を 示 した 。 また,NTよ り弱 い 力価 の 抗 生

剤 はEM(24.13mcg/ml)1剤 の み で あつ た。

iv)　 ProteUSに 対 す る 抗 菌 力

Proteusに 対 す るNTの 抗 菌 力 は100mcg/mlで あ つ

た 。 そ の 成 績 を 図4に ま とめ た 。NTと ほ ぼ 同 じ力価 を

示 した もの はTC(50～100mcg/ml),EM(96.5mcg/ml)

お よびCL(3.980u/ml)の3剤 で あつ た 。

これ に 対 し,他 の7剤 は12.5mcg/ml以 下 の 抗 菌 力

を示 した 。 す な わ ち,NA(3.13mcg/ml), AB-PC(2.58

mcg/ml)お よ びKM(2.42～4.94mcg/ml)の1群 と

CER(6.18～12.35mcg/ml), ASD(4.69～9.38mcg/ml),

CP(6.25～12.5mcg/ml)お よ びSM(9.76mcg/ml)か

ら成 る1群 で あ る。

v)　 Klebsiellaに 対 す る抗 菌 力

Klebsiellaに 対 す る 抗 菌 力 を 図5に ま とめ た 。 す な わ

ち,NTのMICは1.56mcg/mlで 極 め て 強 い 力 価 で あ

つ た 。

NTと 同 等 の 力価 を示 した 他 の 抗 生 剤 はKM(0.6～

1.21mcg/ml), ASD(1.18mcg/ml), SM(1.22mcg/ml),

TC(1.56mcg/ml), CER(1.54～3.09mcg/ml), AB-PC

(1.29～2.58mcg/ml)お よ びNA(3.13mcg/ml)の7

図2.　 Salmonellaの 感 受性分布

図3.　E. coliの 感 受 性 分 布

図4.　Proteusの 感 受 性 分 布
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剤 で あ つ た 。

NTよ り強 い 抗 菌 力 を 有 す る も の はCL(7.78u/ml)

のみ で あ り,ま た 弱 い抗 菌 力 を示 した もの はCP(6.25～

12.5mcg/ml)お よびEM(24.13mcg/ml)の2剤 で あ

つ た。

vi)　 Pseudomonasに 対 す る抗 菌 力

図6に 示 した よ うに,Pseudomonasに 対 す るNTの

抗 菌 力 は100mcg/mlでProteusの 場 合 と同 様 な 価 で

あつ た。NTと 同等 の 抗 菌 力 を示 した他 の抗 生剤 はEM

(48.25mcg/ml),SM(39.05～78.1mcg/ml),CP(100

mcg/ml),KM(79mcg/ml)お よ びASD(75～150mcg/

ml)の5剤 で あ つ た 。 これ らの 抗 生 剤 に 比 し,や や 強

い抗菌 力 を 示 した も の はTC(6.25～12.5mcg/ml)で,

これ よ りさ らに 強 い 抗 菌 力 を 示 した 抗 生 剤 はCL(124.88

u/m1)で あつ た 。

NTよ り抗 菌 力 の 弱 い 抗 生 剤 はNA(200mcg/ml),

AB-PC(165.4mcg/ml)お よ びCER(197.6mcg/ml)

の3剤 で あつ た 。

▼ii)　Vibriocholeraに 対 す るの 抗 菌 力

V.choleraに 対 す るNTの 抗 菌 力 は 図7に 示 した よ

うに,0.39mcg/ml以 下 とい う極 め て高 い 力 価 を 示 し

た 。

NTと ほ ぼ 同 等 の 抗 菌 力 を 示 し た も の はTC(0.39

mcg/ml以 下),CP(0.39mcg/ml),NA(0.39mcg/m1)

お よびNA(0.39mcg/ml)の3剤 で,こ れ ら 抗 生 剤 に

近 い 力 価 を示 し た の はEM(0.37～0.75mcg/ml)で あ

つ た 。EMに 次 い で 抗 菌 力 の弱 い も の はAB-PC(1.29

mcg/ml)で,さ らに 弱 い1群 の 抗 生 剤 と してASD(2.34

～4.69mcg/ml),KM(4.94mcg/ml),SM(4.88～9.76

mcg/ml)お よびCER(12.35mcg/ml)の4剤 が 認 め ら

れ,11種 の抗 生 剤 中 最 も抗 菌 力 の弱 い も の と してCL

(995～1,990u/ml)が 認 め られ たo

viii)　 VibrioParahemolytiCUSに 対 す る抗 菌 力

V.Parahemolyticusに 対 す るNTの 抗菌 力 は 図8に

示 した よ うに1.56～3.12mcg/mlのMICで あ つた 。

NTよ り強 い 抗 菌 力 を示 した 抗 生 剤 はCP(0.39mcg/

ml)お よ びTC(0.78mcg/ml),NA(0.78mcg/ml)の

2群 が 存 在 した 。

NTよ り抗 菌 力 の 弱 い も のに はEM(3.02～6.03mcg/

ml), CER(6.18～12.35mcg/ml), KM(19.75mcg/ml),

図5.　Klebsiellaの 感 受 性 分 布

図6.　 Pseudomonaso)感 受 世 分 布

図7.　V.choleneの 感 受 性 分 布

図8.　 V.Parahemolyticasの 感 受 性 分布
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ASD (18.75～37.5mcg/ml), AB-PC (41.35mcg/ml),

SM (39.05mcg/ml)お よ びCLの7剤 で,こ の う ち

KM, ASD, AB-PCお よびSMは ほ ぼ 同 等 の抗 菌 力 を示

した 。

ix)　 StaPhylococcusに 対 す る 抗 菌 力

StaPhylococcusに 対 す るNTの 抗 菌 力 は 図9に 示 し

た よ うに3.12mcg/mlで,NTと ほ ぼ 同 等 の 抗 菌 力 を

有 す る抗 生 剤 はKM(2.42mcg/ml), TC(3.12mcg/ml),

CP(3.13～6.25mcg/ml)お よ びSM (2.44～4.88mcg/

ml)の4剤 で あ つ た 。

これ らの 群 に く らべ,さ らに 強 い 抗 菌 力 を示 した 抗 生

剤 は,EM(0.38mcg/ml以 下),CER(0.39～0.77mcg/

ml)お よびAB-PC(0.3～0.65mcg/ml)の3剤 か ら 成

る1群 と これ ら の抗 生 剤 よ りや や 抗 菌 力 の 弱 いASD

(1.17mcg/ml)で あ つ た 。

また,NTよ り抗 菌 力 の 弱 い抗 生 剤 はCL(995～1, 990

u/ml)とNA(100～200mcg/ml)の2剤 で,こ れ ら は

極 め て 弱 いMICを 示 した。

X)　 StrePtococcusに 対 す る抗 菌 力

StrePtococcusに 対 す るNTの 抗 菌 力 は3.13mcg/ml

で,そ の 他 の 抗 生 剤 は 大 き く分 け て4群 に 分 布 した 。 そ

の成 績 を 図10に 示 した 。 す なわ ち,NTよ り強 い 抗 菌

力 を示 したEM(0.38mcg/ml以 下),AB-PC(0.32mcg/

ml以 下)お よびCER(0.39mcg/ml以 下)の3剤 か ら成

る1群 と,NTと 同等 の抗 菌 力 を示 し たCP(3.13mcg/

ml),さ らに これ よ りや や 弱 い抗 菌 力 のASD(4.69mcg/

ml)お よびSM(9.76mcg/ml)の1群 と,最 も 弱 い 抗

菌 力 の群,す な わ ちKM(39.5mcg/m1), TC(50～100

mcg/ml), CL(1,990u/ml)お よびNA(100mcg/ml)の

4剤 で あ る。

xi)　 Clostridium welchiiに 対 す る抗 菌 力

Cl.welchiiに 対 す るNTの 抗 菌 力 は 図11に 示 した

よ うに0.39～0.78mcg/mlで 極 め て 強 いMICで あ つ

た 。NTと ほ ぼ 同 等 の 抗 菌 力 を 有 す る既 知 抗 生 剤 はEM

(0.38～0.75mcg/ml),TC(0.39～0.78mcg/ml)お よ

びCER(0.77～1.54mcg/ml)の3剤 で あ つ た。 こ れ ら

1群 の抗 生 剤 よ り優 れ た 抗 菌 力 を 示 した も の はAB-PC

(0.32mcg/ml以 下)1剤 の み で あ つ た 。

NT群 よ り抗 菌 力 の劣 る も の は大 き く3群 に 分 布 し

た 。 す な わ ち,CP(1.56～3.13mcg/ml)とNA(12.5～

25mcg/ml)お よ びKM(79mcg/ml),SM(78.1mcg/

ml), ASD(150mcg/ml), CL(3.980u/ml)の4剤 で あ

つ た 。

考 察

Gram陽 性 お よび 陰 性 菌 だ け で な く原 虫 に対 して も有

効 な 抗 菌 性 を有 す るNTのin vitroの 抗 菌 作 用 につ い

て の 成 績 はREDINら4)の 報 告 が あ るに す ぎな い。

今 回 の 私 ど もの 実 験 成 績 か ら,使 用 した11菌 種 の う

ち,100mcg/mlと い う極 め て高 いMICを 示 し た 菌 種

は.Pseudomonasお よびProteusの2菌 種 の み で あ つ

た 。 そ の 他 の 腸 内 細 菌,vibrio, Cl.welchiilb'よ びgram

図9.　Sinphylococcus aureasの 戚 受性 分布

図10.　Sthepfoooccus(A群)の 威 受 性 分 布

図11.　cl.welchiiの 感 受性 分布
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陽 性 球 菌 に 対 して は,す べ て12.5mcgのMICで 完 全

に 発 育 を 抑 制 した 。

す な わ ちV.choleraに 対 して は最 も強 い 抗 菌 力 を 示

し,0.39mcg/ml以 下 で完 全 発 育阻 止 を 認 め た 。 また,

Cl.welchiiに 対 して も ほ ぼ 同 様 の 成 績 を 得 た 。 さ ら に

Shigella, Klebsiellaお よ びV.Parahemolyticusに 対

して は1.56～3.12mcg/ml MICでV.choleraと く ら

べ る とわ ず か に 高 い値 で あ つ た。 これ らの 成 績 はREDIN

ら4)の そ れ とほ ぼ 一致 した。

しか し,同 じ腸 内 細 菌 群 で あ つ て もE.coliお よ び

Salmene"aに 対 して は,Shigellaの 場 合 に く らべ て わ

ず か に高 い価 を示 した 。 しか し,こ の 僅差 が 臨 床 効 果 に

影 響す る も の で ない こ とは 論 を ま た な い。 い つ ぼ う,こ

の点 に つ い てREDINら4)の 成 績 を み る とE.coliに 対 す

る値 は 私 ども のそ れ とほ ぼ 同 じ あ る が,Salmone〃aに

対 す る値 はや や 小 さ く,感 受 性 度 はShigeliaと ほ ぼ 同

じで あ る と してい る。

Gram陽 性 球 菌 で あ るStaPhylececcusお よびStrepto-

coccusに つ い て は,ほ ぼShigellaの 場 合 と同 じMIC

を得 た。 い つ ぼ うREDINら4)の 成 績 で は,Shigellaの

2～4倍 のMICで あ る。 した が つ て,私 ど も の 成 績 と

の問 に多 少 の差 が 認 め られ る。

Pseudomonasお よ びProteusで はREDINら4)の 成

績 とほ ぼ 一 致 し,こ れ ら のい ず れ の菌 に対 して もNTは

100mcg/mlを 示 した 。

対 照 に 用 い た 既 知 抗 生 剤 につ い てREDINら4)の 成 績

と比 較 した 場 合,両 者 に 著差 の 認 め られ た もの はPseu-

domonasに 対 す るNAお よ びCPの 値,お よびShi-

gellaに 対 す るCPの 値 で,3者 と も彼 らの 成 績 は 私 ど

もの 成 績 に 比 し,い ち じ る し く低 い 値 を示 して い る。

そ の 他 の 対 比 可 能 な 成 績 は す べ てほ ぼ 近 い 値 で あ つ

た 。

また,既 知 抗 生 剤 の うちNTの 抗 菌 スペ ク トラ ム に

最 も よ く似 た 成 績 を示 した の はTCで あ つ た。 す なわ

ち11菌 種 中7菌 種 はNTと 全 く同 じ感 受 性 値 を示 し,

Shigella,. Pseudomonas, V.Parahemolyticusお よ び

Streptococcusに 対 す るMIC値 がNTの そ れ と相 違 し

た。 しか し,Pseudomonasお よ びV.Parahemolyticus

に対 す る値 は 極 め て 近 い 値 で あ つ た 。 そ の他 の抗 生剤 に

つい て は この よ うな 傾 向 は 認 め られ な か つ た。

なお,今 回 の 実 験 で は,各 菌 株 に お け る薬 剤 抵 抗 性 な

い し不 感 受 性 株 に お け る耐 性 因 子 保 有 の有 無 に つ い て は

検 討 しな か つ た 。

結 論

新合 成 抗 生 剤Nitroimidazole Thiadiazoleのin vitro

の抗菌 力 試 験 を10種 の既 知 抗 生 剤 を対 照 に して,11菌

種 に つ い て検 討 した 結 果,次 の 結 論 を得 た。

1.　 本 剤 は0.39mcg/ml以 下 ～12.5mcg/mlの 濃 度

でShigella, Salmonella, E.coli, Klebsiella, V.cholera, 

V.Parahemolyticus, StaPhylococcus aureus, Strepto-

coccus (group A)お よびCl.welchiiの 各 菌 の発 育 を完

全 に 抑 制 した 。しか し,Pseudomonasお よびProteUSの

発 育 阻 止 に は100mcg/mlのMICを 要 した 。

2.　 本 剤 は10種 の既 知 抗 生 剤 と比 較 した 結 果,特 に

優 劣 は な く,ほ ぼ 同等 の抗 菌 力 を 有 す る と認 め た 。

3.　 対 照 に 用 い た10種 の 既 知 抗 生 剤 の抗 菌 スペ ク ト

ラ ムを 本 剤 のそ れ と比 較 して,最 も近 い スペ ク トラ ム を

示 した 薬 剤 はTCで あ つ た 。
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ON THE IN VITRO ANTIBACTERIAL ACTIVITY OF 

NITROIMIDAZOLE THIADIAZOLE, A NEW 

SYNTHETIC ANTIBIOTIC

HIROSHI ZENYOJI, HIROSHI HITOKOTO, HIJIRI MOROZUMI 

and GISEI YANAGAWA 

First Department of Bacteriology, Tokyo Metropolitan Institute of Hygiene

A study on in vitro antibacterial activities of nitroimidazole thiadiazole, a new synthetic antibiotic, 
was carried out using 11 species of bacteria. As controls, 10 kinds of known antibiotics were used. 

This drug completely inhibited, at the concentration of less than 0.39 to 12.5 mcg/ml, the growth 
of the following bacteria. Enterobacteriaceae ; Shigella, Salmonella, Escherichia coli, Klebsiella. Gram-
negative bacteria ; Vibrio cholera, V. parahemolyticus. Gram-positive cocci ; Staphylococcus aureus, group 
A Streptococcus. Anaerobic bacteria ; Clostridium welchii. The MIC of this drug against Pseudomonas 
and Proteus was 100 mcg/ml. From the antibacterial spectrum of this drug, it was considered that 
the antibacterial activities of nitroimidazole thiadiazole were equivalent to those of known antibiotics 
used as controls. Of the known antibiotics compared with this drug, tetracycline revealed the closest 
antibacterial spectrum to this drug. Against Shigella and group A Streptococcus, antibacterial activi-
ties of this drug were superior to those of tetracycline. Against other bacteria, antibacterial activities 
of these two drugs were the same.


